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の概要○○○ 

2型糖尿病は多因子疾患であり、インスリン分泌能低下とインスリン感受性低下により

慢性的に高血糖が持続する病態である。患者の病態は個人や民族により様々で、個々の特

徴に合わせたテーラーメイドな予防・治療戦略構築が必要である。 

糖尿病の診断には空腹時血糖（FPG）値と75 g経口糖負荷試験2時間（2-hPG）値が用

いられる。個人によりFPG値が先行し上昇する場合と、2-hPG値が先行し上昇する場合

があり、日本人では2-hPG値が先行し上昇する頻度が高い。糖尿病型には至らない境界

領域において、2-hPG値が先行して上昇する境界型のImpaired glucose tolerance（IGT）

は、FPG値が先行して上昇するImpaired fasting glucose（IFG）よりも心血管疾患の発症

リスクが高いことが大規模研究で報告されている。空腹時と糖負荷後の血糖調節は異な

る機構が存在するため、空腹時血糖値上昇群と負荷後血糖値上昇群の特徴を解明すること

には成因論的意義がある。今回我々はFPG値と2-hPG値それぞれを上昇させる要因につい

て解析するため、1803名の日本人健康診断受診者等を対象にOGTTを実施し、FPG値、2-

hPG値の2因子について単回帰分析を行った。回帰直線を境界として、FPG軸側にある群

をFPG値が有意に上昇する群（FPG上昇群）、2-hPG軸側にある群を2-hPG値が有意に上

昇する群（2-hPG上昇群）と定義した。各対象者の年齢、身長・体重・BMIなどの身体計

測的指標、血糖値・HbA1c値・インスリン値・トリグリセリド（TG）値・総コレステロー

ル値・HDLコレステロール値などの臨床指標を測定して両群の平均値を比較した。 

FPG上昇群では、FPG値を従属変数とした多変量解析によりインスリン感受性を表すISI 

compositeがFPG値を決定する最も強い要因であり、次いでTG値が強い決定因子であるこ

とが明らかになった。一方、2-hPG値上昇群では、2-hPG値を従属変数とした多変量解析

によりインスリン初期分泌能を表すInsulinogenic indexがFPG値を決定する最も強い要因

であり、次いで年齢が強い決定因子であることを見出した。さらに、FPG値を従属変数、

2-hPG値を独立変数として単回帰分析を行った場合の回帰直線は、FPG値と2-hPG値を両

方独立として引いた回帰直線とほぼ合致し、FPG値を独立変数、2-hPG値を従属変数とし

て単回帰分析を行った場合の回帰直線とは明らかに異なっていることを発見し、2-hPG値

がFPG値を決定する要因となっていることを数理的解析により初めて証明した。本研究の

成果はInternational Diabetes Federationの公式雑誌であるJournal of Diabetes Investigation

に2014年1月に受領された。 

負荷後血糖値の上昇にはインスリン初期分泌能低下が最も強く関係し、空腹時血糖値の

次頁に続く 



上昇にインスリン感受性の低下が最も強く関係することを明らかにし、日本人2型糖尿病

の特徴に合ったテーラメイド予防・治療戦略構築に有用な知見が得られた。 
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